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入梅の候 

 梅雨明けが待ち遠しいこの頃ですが、皆さまにおかれまして

は変わらずご清祥にお過ごしのことと存じ上げます。 

 さて、今年度の事務研修会は、新型コロナウイルスによる感

染拡大防止の観点から、3 密（密集、密閉、密接）を考慮し、例

年（7 月から 8 月）地域振興局ごとに、市町村、活動組織を対

象に開催してまいりましたが、今年度の研修会は、例年通りの

開催が困難なため、対象を絞り（規模、会場、研修内容）少人

数での開催を予定しています。 

また、今年度の制度改正で研修メニュ－に「機械の安全使

用に関する研修」が追加され、全ての活動組織を対象に活動期間中に 1 回以上の機械安全使用に関

する研修が義務付けられましたので、必ず実施するようお願いします。 

今回の「地域協議会だより」では、諏訪郡原村の『中新田活動組織』活動事例のご紹介をいたします。 

 

地域の活動事例紹介 

  

 

１.原村の取組 

 八ヶ岳の西側の扇状地に広がる豊かな自然を有する原村は、特産のセルリーの生産などが有名な

農業地帯で、多面的機能支払事業も活発に取り組んでいます。 

村全体では、8組織が活動しており、農地の 7割以上と

なる 836ha が対象となっています。  
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２.中新田活動組織の状況 

中新田活動組織は平成 26 年の多面的機能支

払事業への制度移行を契機に活動を開始し、令

和元年度から 2期目の活動に入った組織です。 

中新田集落を挟んで上流側（八ヶ岳側） 

と下流側の標高約１，０００mの位置に 

農地が広がり、水田と畑地は概ね半々の割合と

なっています。 

農地は、昭和から平成にかけて実施した大規

模な基盤整備により、９５％以上が整備済で、

畑地は、かんがい施設が整備され、県内でも屈指のセルリー産地を形成しています。 

また、ブロッコリー、ホウレンソウなどの野菜や花卉の生産も盛んに行われています。 

 このように、整備された農地を有効に活用して大規模な農業生産が展開されていますが、整備済み

の施設は整備から３０年近くが経過し、老朽化が進むとともに、高冷地特有の寒さにより、施設の破損

も激しく、対応に苦慮する状況が続いています。 

 この対策として、多面的機能支払事業の長寿命化対策を活用して、水路等の施設補修に取り組んで

います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中新田活動組織の活動は、農地や開水路、畑地かんがい施設、農道、ため池などの施設を保全す

る農地維持と主に水路を補修する長寿命化を実施しています。 

中新田地域は専業農家が多く農業生産は盛んで、継続した農地の維持が地域発展に不可欠です

が、他の地域と同様に高齢化や担い手不足などの課題に直面し、課題打破のため、役員の皆様は苦

労して活動を続けています。 

対象農地の３割近くは中山間地域等直接支払と重複し、活動項目も多く、更には取り組み面積が

367ha と広範囲で、広域活動組織の要件も備えた取組となっています。 

また、従来から農業用水の確保に苦労を重ねてきた地域で、他地域に水源を求め、先人の英知と

努力で貴重な用水を引水し、維持し続けてきた歴史があります。 

Ｕ字溝の脇が沈下して漏水が発生 
 

目地からの激しい漏水が発生 

【地区データ】 

・認定面積 367ha（田 180ha、畑 187ha） 

・対象施設 開水路 42.2km、管水路 53km 

農道 16.5km、ため池 9ヶ所 

・交付金  約 2,000 万円 

（農地維持、長寿命化） 
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 農地維持と長寿命化の活動のほか、地域の環境整備として、外来種の除去や防風林の整備など

非農家も参加して行っています。 

 今後は、こうした活動を対象に共同活動も取り込んだ取組への活動の幅を広げることと交付金の上

積みも期待で来ることから、事務作業の増加などを勘案して検討することとなると思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中新田地域の取組で最大の課題は、管理する水路延長が莫大で、多面的機能支払の長寿命化対

策のみでは、多くの年月が必要になります。これからも地域営農を継続していくため、大規模な更新が

可能となる他事業を組み合わせて整備していく検討が必要です。 

 

 

 

 

 

農村環境維持のため外来植物の除去作業 

 

地域を守る防風林の整備作業（支障木伐採） 

 

用水の取り入れ口の維持管理は毎年の重要作業 

 

ため池の適正管理のための堤体の除草作業 
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中新田活動組織が、県内のモデル的な組織として、多くの課題を抱えながらも活動を続け、県内有

数の農産物供給基地を支える活動が円滑に継続することを期待します。 

最後になりますが、現場案内や取材にご協力をいただきました、組織の役員皆様には感謝申し上げ

ます。 

 

お 知 ら せ 

事務研修会について 

 

今年度の事務研修会は、新型コロウイルス感染拡大予防から、少人数で分散した

研修会を行います。日程等については市町村と調整したうえで、後日連絡させて頂き

ますのでよろしくお願いします。 

 

 

事務局から ■問い合わせ先 

 
長野県農業農村多面的機能発揮促進協議会 

                        事務局 

住所 長野市大字南長野字宮東 452-1 

     長野県土地改良会館別館 3F 

（担当：田中・白石） 
TEL 026-219-6351 FAX 026-219-6352 

E メール nagano-tamenteki@wonder.ocn.ne.jp 

URL http://www.nagano-nouchimizu.net/ 

今後も 活動組織の取材・紹介を行っていく

予定ですので、ご協力よろしくお願いいたしま

す。 

 

 

水路脇が沈下した落差水路 

 

更新後の水路 

 


